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「2014ふくしまチャレンジトライアスロン駅伝」 
 

 
〈概要〉 

震災以降、運動量が不足気味な福島県の子どもたちが全力でトライアスロン競

技に取り組むことにより、思いっきり体を動かす楽しさを知ってもらう。また、

東京五輪の招致が決まり、その正式種目でもあるトライアスロンを体験するこ

とで五輪競技を身近に感じるとともに、東京五輪により関心を持ち、夢をつな

げていく。 

 

 

私たちは、「スポーツ企画演習」という授業の中で様々なスポーツイベントを

企画し、実施してきました。 

 震災の年は県外避難により離れてしまった子どもたちを集めていくつかの競

技を通して、再会してもらう「青春スポフェス」を実施しました。去年は自然

へ触れる機会が減っている子どもたちに自然の中で思いっきり遊ぶ体験をして

もらう「かつらおっ子絆キャンプ inフォレストパークあだたら」を実施しまし

た。 

 今年は東京五輪が決まったこともあり、五輪に関心を持ってもらい、福島か

らも盛り上げていけるように、五輪の正式競技であるトライアスロンのイベン

トを企画しました。「2014 ふくしまチャレンジトライアスロン駅伝」は東京都に

よる被災地支援事業「パワーアップジャパン from TOKYO」の支援のもとで、午

前中はトップアスリートによるクリニックを行い、午後は 3名 1組の駅伝（リ

レー）方式で、一人がスイム、バイク、ランの 3種目を行い、バトンタッチし

ていきます。3名の合計タイムで競い合い、入賞チームには豪華景品を用意して

います。 

 このイベントで、福島の子どもたちに東京五輪やスポーツに対する関心を高

め、運動に対してより親しみを感じてもらえると考えています。 
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